
安全衛生規定 
株式会社中原建設 

第 1条（目的） 
本規定は、労働安全衛生法その他関係法令に基づき、当社の全ての事業活動において労

働災害を防止し、従業員および関係者の安全と健康を確保するとともに、快適な職場環

境を形成することを目的とする。 

第 2条（適用範囲） 
本規定は、当社の役員、社員、協力会社、及び工事現場に従事する全ての者に適用する。 

第 3条（安全衛生管理体制） 
1. 代表取締役は、安全衛生管理の最高責任者とする。 

2. 現場ごとに安全衛生責任者を選任し、安全管理・衛生管理・労働災害防止に関する業

務を統括する。 

3. 安全衛生責任者は、定期的に安全衛生会議を開催し、危険要因の把握・対策の立案を

行う。 

4. 現場代理人は、日々の作業前点検および KY（危険予知）活動を実施し、安全確保に

努める。 

第 4条（教育および訓練） 
1. 新入社員および新規入場者に対し、安全衛生教育を実施する。 

2. 作業内容が変更される場合や、新しい機械・資材を使用する場合は、特別教育を行う。 

3. 年 1回以上、全社員を対象に安全衛生研修を実施し、災害防止意識の向上を図る。 

第 5条（危険予知および災害防止） 
1. 各現場では、毎日の朝礼で危険予知（KY）ミーティングを行う。 

2. 危険箇所には標識・バリケード等を設置し、第三者災害を防止する。 

3. 交通誘導員を適正に配置し、通行車両・歩行者の安全を確保する。 

4. 熱中症・転倒・挟まれ・墜落・飛来落下などの災害防止対策を講じる。 

第 6条（保護具の使用） 
1. 作業中は、安全帽・反射ベスト・安全靴・手袋など、必要な保護具を着用する。 

2. 保護具は常に清潔・安全な状態に保ち、破損等があった場合は速やかに交換する。 

第 7条（健康管理） 
1. 全従業員は、法定健康診断を受診し、その結果に基づき必要な措置を講ずる。 

2. 高温多湿・寒冷・粉じん等の作業環境では、適切な休憩・水分補給・保護措置を行う。 

3. メンタルヘルスに関しても、必要に応じて相談体制を整える。 



第 8条（事故・災害発生時の対応） 
1. 災害・事故が発生した場合は、速やかに応急措置を講じ、上長・本社に報告する。 

2. 原因を調査し、再発防止のための是正措置を行う。 

3. 軽微なヒヤリ・ハットも記録し、全社で共有する。 

第 9条（安全衛生点検） 
1. 定期的に安全衛生パトロールを実施し、危険箇所の是正を図る。 

2. 指摘事項については、是正報告書を提出し、完了確認を行う。 

第 10条（懲戒および責任） 
本規定に違反した者、または故意・重大な過失により災害を発生させた者については、

就業規則に基づき懲戒処分を行うことがある。 

第 11条（附則） 
1. 本規定は、令和 2 年 4 月 1日より施行する。 

2. 必要に応じて、関係法令の改正や実情に合わせて改訂するものとする。 


